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 松くい虫被害抵抗性育種の現状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    （担当 育種緑化部 上席専門研究員: 細川 久藏） 

１ 研究のねらい 

 アカマツ資源を将来にわたって安定的に育

成するため、松くい虫被害抵抗性品種を育種

し、その種苗を供給する。 

 

２ 研究方法と結果 

 平成５年度までに、県の採種園に植栽され

ているアカマツ精英樹 83 家系の種子から育

てた苗木にマツノザイセンチュウを人工的に

接種検定した結果、生存率 10％以下の系統が

ある一方で、生存率が 50％以上と抵抗性を示

す家系があることが判明した。 

 これによって、成長・形質ともに優れた精

英樹を利用した抵抗性品種の育種が可能であ

ることが明らかになった。 

 

３ 成果の活用と今後の進め方 
 当面の対策として、現在県内に配布されて

いるアカマツ種子は、総て上記の検定の結果

抵抗性を示した家系（抵抗性候補精英樹）か

ら採種している。 
 次期の対策として、抵抗性候補精英樹のみ

による採種園を造成して種子を供給する計画

となっており、このための接木苗を育成中で

ある。 
 また、接種検定で生き残った苗による現地

検定・選抜試験を行う予定である。 
 さらに、恒久的な対策として、抵抗性候補

木間の人工交配と選抜によって抵抗性品種を

作出し、これによって抵抗性品種採種園を造

成する計画であり、一部人工交配に着手して

いる。 
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接種検定の結果 

（左：抵抗性強い 右：弱い） 

 
接種検定の結果 

（精英樹間の差が大きい） 

 
 抵抗性候補クローン間の人 
 工交配 


